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背景①　言語活動が求められる背景	

•  「知識基盤社会」	

–  グローバル化	
–  知識は日進月歩，競争と技術革新	
–  パラダイム転換を伴う	
–  性別・年齢を問わない参画	

	

•  思考力・判断力・表現力等が必要	
	

[2] 中央教育審議会：我が国の高等教育の将来像(答申)，(2005)	
[3] 文部科学省：幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の	

学習指導要領の改善について(答申)，(2008) 	
	

対応する	
能力として	
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背景②　新学習指導要領	

	
	

思考力・判断力・表現力の育成	
	
	
	

各教科における言語活動の充実	
	

[1] 文部科学省：学習指導要領，(2009)	
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背景③　思考力・判断力・表現力の育成	

① 感じ取ったことを表現する	
② 事実を正確に伝達する	
③ 概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活用する	
④ 情報を分析・評価し，論述する	
⑤ 課題について，構想を立て実践し，評価・改善する	
⑥ 互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考え

を発展させる	
	

[4] 中央教育審議会：教育課程部会におけるこれまでの審議のまとめ，(2007)	
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背景④　国際社会における考え方	

•  キー・コンピテンシー	
–  相互作用的に道具を用いる	

•  言語、シンボル、テキストを相互作用的に用いる	

•  知識や情報を相互作用的に用いる	

•  技術を相互作用的に用いる	

–  異質な集団で交流する	
•  他人といい関係を作る	

•  協力する。チームで働く	

•  争いを処理し、解決する	
–  自律的に活動する	

•  大きな展望の中で活動する	

•  人生計画や個人的プロジェクトを設計し実行する	

•  自らの権利、利害、限界やニーズを表明する	
	

[6] ドミニク・S・ライチェンら著，立田慶裕監訳：キーコンピテンシー 国際標準の学力を目指して，明石書店(2006)	
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背景⑤	

•  各教科の授業において言語活動を充実させるこ
とが求められている。	

情報科においても、言語活動の充実をさせた	
授業を行うことが求められている。	
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問題点	

	
	

情報科における言語活動が	
明確になっていない	
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目的	

情報科における言語活動を明確にし、	
効果的に言語活動を授業に取り入れることができ
るようにする	
	
具体的には	
•  言語活動モデルの開発	
•  モデルに基づいて授業実践	

2012/6/17	 9　/　39ページ	



情報科における	
言語活動モデルの開発	
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モデル開発の手順	

（１）要件抽出	
– 言語活動を行った授業の先行事例の調査	

– 文部科学省をはじめとする言語活動に関する文献の
調査	

	
（２）モデル開発	
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手順（１−１）　先行実践の調査	

•  言語活動の先行実践を調査	
　　小学校　　　４２件	

　　中学校　　　９９件	

　　高等学校　　１９件	

　　　計　　　１６０件　を調査	

	
文部科学省　言語活動の充実に関する事例集小学校版(2011年10月)・中学校版(2011年5月)	

神奈川県立総合教育センター研究集録　言語活動の充実に関する研究　29:11～16.2010	

埼玉県立総合教育センター　言語活動の充実を図る学習指導の在り方(2年次)　(2011年3月)	

月刊初等教育資料　文部科学省教育課程課・幼児教育課編集　2011年6月･7月	

月刊中等教育資料　文部科学省教育課程課編集　2011年6月･7月･8月　　　　　　　　　　　　を調査	
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手順（１−１）　先行実践から配慮すべき点	

＊１　授業の目標は教科の目標に即したものである	
	
＊２　思考力・判断力・表現力等の育成に	
　　　つながる、要約・説明・論述・討論の	
　　　言語活動を行われている	
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手順（１−１）　先行実践からの要件	

要件Ａ　情報科における活動は情報・情報技術・	
　　　情報社会に関する学習内容について行う	

	
要件Ｄ　実践する言語活動は次のいずれかまたは	

　　　複数の組み合わせで行う	
　　　　　①　要約する　　　②　説明する	
　　　　　③　論述する　　　④　討論する	
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手順（１−２）　文献から配慮すべき点	

【学習評価について】	
各教科の内容等に即して思考・判断したことを，	
言語活動等を通じて評価するものである	
ことに留意する必要がある．	

[5] 文部科学省：児童生徒の学習評価について(報告)，(2010) 	

【情報教育について】	
　学習のためにＩＣＴを効果的に活用することは，	
　情報活用能力は言語活動の基盤	

[3] 文部科学省：幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の	

学習指導要領の改善について(答申)，(2008) 	
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手順（１−２）　文献からの要件	

	
要件Ｂ　自己評価や相互評価の評価活動を伴う	
　　　　活動を情報科の内容と連携して随所で行う	
	
要件Ｃ　場面に応じてＩＣＴを有効に活用する	
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３章３節	
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情報科における言語活動モデル	

評価する活動	情報科の学習活動	

①要約する	 ②説明する	 ③論述する	 ④討論する	

ICTの有効活用	

実践する言語活動	

2012/6/17	

要件Ａに対応	 要件Ｂに対応	

要件Ｃに対応	

要件Ｄに対応	

３章３節	
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提案モデルに基づいた	
授業実践	
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授業の概要	

•  実施年度：　　平成22年度・23年度	

•  実施クラス：　1年次生　各40人　計7クラス　	

•  科目・単元：　情報Ｃ	
　　　　　　情報機器を活用した表現方法	
　　　　　　情報通信ネットワークを活用した	
　　　　　　情報の収集・発信	
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適用場面①	

1)　Ｗｅｂページの表現意図を考える	

•  企業Ｗｅｂページを見て，表現意図を論述	
•  集約された結果をもとにグループ討論	
•  振り返り（自己評価）	
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授業実践における	
言語活動モデルへの適用①	

評価する活動	情報科の学習活動	

①要約する	 ②説明する	 ③論述する	 ④討論する	

ICTの有効活用	

入力フォームでの意見集約・発表	

実践する言語活動	
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意見集約・自己評価の結果	

2012/6/17	

表現意図の結果集約	

自己評価の結果集約	

４章２節	
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授業の様子	

2012/6/17	

班で話し合い，出た意見を発表	

全員の意見を見ながらの話し合い	

４章２節	
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適用場面②	

2)　Ｗｅｂページの作成	

•  情報の収集	
•  Ｗｅｂページの作成	
•  作品の相互評価	

2012/6/17	

４章２節	
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授業実践における	
言語活動モデルへの適用②	

評価する活動	情報科の学習活動	

①要約する	 ②説明する	 ③論述する	 ④討論する	

ICTの有効活用	
Ｗｅｂページの作成・入力フォームによる相互評価	

実践する言語活動	

2012/6/17	

４章２節	
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生徒の作成したＷｅｂページ	
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Ｗｅｂによる相互評価	

2012/6/17	

相互評価入力フォーム	 相互評価の結果	

４章２節	
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適用場面③	

3)　作品の改善	

•  相互評価の結果をもとに改善点をまとめる	
•  作品の改善	
•  再度，相互評価	
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授業実践における	
言語活動モデルへの適用③	

評価する活動	情報科の学習活動	

①要約する	 ②説明する	 ③論述する	 ④討論する	

ICTの有効活用	
改善点のページ作成・入力フォームによる相互評価	

実践する言語活動	
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改善点のページ	
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改善されたＷｅｂページ	
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改善後に行った相互評価の結果	
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考察	
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考察	

•  成果物を良くするための考え方が明確になる	
　　→　思考力の向上	

•  他の生徒との考え方の共通点・相違点が明確になる	
　　→　判断力の向上	

•  他の生徒に分かるように伝えるようになる	
　　→　表現力の向上	

•  制作物の改善に対する真剣度が増す	
　　→　主体的な学習	

2012/6/17	
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モデル化による授業を行った結果	
•  情報科の授業を行う上での効果	
　　	

　　　思考力・判断力・表現力の育成が期待できる	

•  本モデル開発による効果	

　　　情報科での言語活動で行うことが明確になった	

2012/6/17	
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本モデル開発による効果	

評価する活動	情報科の学習活動	

①要約する	 ②説明する	 ③論述する	 ④討論する	

ICTの有効活用	

実践する言語活動	

2012/6/17	

学習活動と評価活動は基本！	
言語・ＩＣＴは思考・判断・表現を行うツール	

６章	
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おわりに	
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まとめ	

情報科における言語活動が明確になっていない	
	

情報科における言語活動において	
行うべき活動が明確になった	

	
　　　　　授業に取り入れやすくなった	
　　　　　学習効果も期待できる	
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今後の課題	
	
•  新学習指導要領解説「情報編」	
　　「○○を考えさせる」という学習が多い	
　　　→　言語活動として授業を行える	
　　　→　思考・判断・表現を深められる	
	
さらなる言語活動を充実した授業の検討が必要	
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６章	
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